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研究成果の概要（和文）： 緑内障による失明を予防し適切に治療するために必要な情報を得ることを目的に包
括的な研究を行った。その結果、緑内障が20数年間に進行する確率を計算することができた。手術治療例では薬
物治療例に比べて視野が安定化しやすいことを示し、その理由の一つとして術後の眼圧変動の減少を指摘した。
手術合併症の研究からより安全な手術に関する基礎情報を得ることができた。眼圧と乳頭出血が視野進行のリス
ク因子であることを確認できた。さらに眼底写真に画像解析技術を応用することでより早期からの緑内障自動化
診断の可能性を示した。こうした成果から緑内障による失明回避のための包括的な戦略を構築することができる
と考える。

研究成果の概要（英文）：We conducted comprehensive investigation to prevent blindness from glaucoma 
and to establish appropriate treatment against it. We estimated the probability of glaucoma 
progression in some 20 years. Surgically-treated eyes have better visual prognosis than 
medically-treated ones; Reduction of postural changes of intraocular pressure may explain the 
phenomenon in part. We obtained some basic information regarding safer surgery based on a couple of 
data on glaucoma surgery. We found that intraocular pressure and disc hemorrhage are related to the 
visual prognosis of glaucoma. Our new imaging technique showed feasibility of automated early 
detection of glaucoma from fundus photography.
We have successfully contributed establishment of a comprehensive strategy to prevent blindness 
caused by glaucoma using our new findings.

研究分野：臨床医学の中の眼科学、特に緑内障の臨床的研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

本邦における緑内障の有病率は多治見スタ

ディにより、40 歳以上の成人で 5.0％と高い

ことが 知られている。緑内障は多治見スタデ

ィでは矯正視力 0.05 未満の原因疾患（眼単

位）の 17.3％を占め 第 2 位であった。研究

代表者は本研究の先行研究、その他で緑内障

による失明の現状と失明に至る過程を分析し、  

①治療の進歩が緑内障の予後を変え、手術は

視野進行に良好な影響を与えること、薬物に

よる眼圧下降はそれに次ぐ好影響をもたらす

こと、②眼圧下降が重要な緑内障予後因子で

あること。眼圧下降率と視野進行改善率は関

連すること、③前視野緑内障においても視野

異常出現と眼圧に有意の関連があること、④

薬物管理されている緑内障の進行と眼圧長期

変動に関連のあることを明らかにして きた。

しかしながら、緑内障による失明を確実に減

少させる戦略（予後因子の同定、診断力の向

上、治療の最適化を含む）の策定には至って

いなかった。 

２．研究の目的 

本邦における緑内障の有病率は多治見スタ

ディにより、40 歳以上の成人で 5.0％と高い

ことが 知られている。緑内障は多治見スタデ

ィでは矯正視力 0.05 未満の原因疾患（眼単

位）の 17.3％を占め 第 2 位であった。 研

究代表者は本研究の先行研究、その他で緑内

障による失明の現状と失明に至る過程を分析

し、①治療の進歩が緑内障の予後を変え、手

術は視野進行に良好な影響を与えること、薬

物による眼圧下降はそれに次ぐ好影響をもた

らすこと、②眼圧下降が重要な緑内障予後因

子であること。眼圧下降率と視野進行改善率

は関連すること、③前視野緑内障においても

視野異常出現と眼圧に有意の関連があること、

④薬物管理されている緑内障の進行と眼圧長

期変動に関連のあることを明らかにして き

た。しかしながら、緑内障による失明を確実

に減少させる戦略（予後因子の同定、診断力

の向上、治療の最適化を含む）の策定には至

っていなかった。 

３．研究の方法 

本研究は関連する複数の研究を統括する形

式となっているので、研究の方法は個別の研

究ごとに記載する。 

 (1)緑内障手術用ミニシャントの有用性の検

討 

EX-PRESS ミニシャントの臨床成績を原

発開放隅角緑内障（広義）63 眼で検討した。

眼科的試験として、眼圧測定、視力検査、前

房フレア測定、前房深度測定、角膜内皮細胞

検査などを経時的に行った。眼圧コントロー

ル基準として、基準 1（眼圧下降率 20%以上

かつ眼圧 5mmHg以上 18mmHg 以下）と基

準 2（眼圧下降率 20%以上かつ眼圧 5mmHg

以上 15mmHg以下）を設定した。 

(2)手術と薬物治療の眼圧体位変動に及ぼす

影響の相違 

座位眼圧などをマッチングさせた薬物治療

中および濾過手術（トラベクレクトミー）後

の緑内障眼各 51眼を対象として Icare眼圧計

を用いて眼圧体位変動を検討した。 

(3)長期管理例の成績と予後因子解析 

①15年以上の長期管理例による検討 

視野測定期間として 15 年以上の長期間管理

した正常眼圧緑内障のデータを、線維柱帯切

除術施行例、プロスタグランジン製剤投与例

（眼圧下降率で 2群に細分類）の 3群に分け

て解析した。 

②前視野緑内障の経時的視野障害発現率の

検討 

長期間（5年～27年、平均 14.7年）経過観察

した正常眼圧前視野緑内障のデータから、視

野異常発現率を解析した。視野異常発現は

Anderson-Patellaの視野異常判定基準を 3回

連続して満たすこととした。 

(4)濾過胞感染の予防及び予後改善に関する

基礎研究 

濾過胞感染を起こしていないトラベクレク

トミー術後 44例 44眼の結膜から 1年間に 4

回に渡り細菌培養を行い、最近の有無並びに

季節変動に関して検討した。 

(5)既存データの二次利用による濾過胞の経

時的形態変化の研究 

日本緑内障学会濾過胞感染発生率および治

療に関する多施設共同研究のデータを用いて、

濾過胞感染後 12 か月以内の濾過胞の形態変

化に関して検討した。データには濾過胞の形

態に関するいくつかのパラメータ（範囲、高



さ、壁の厚さ、血管の有無）が含まれている。 

(6)眼底写真画像処理による自動早期診断の

研究 

岐阜大学大学院医学系研究科知能イメージ

分野と共同研究を行い、緑内障眼の網膜神経

線維層欠損(NFLD)の自動検出プログラムを

改良する研究を行った。眼底写真を画像解析

技術により加工しNFLDの検出率を検討した。

イメージ操作により血管を除去し、また他の

操作（背景輝度修正、unsharp masking, 

median filtering等）を行い NFLDをより検

出しやすくした。さらに deep convolutional 

neural network (DCNN)法を応用し、NFLD

の検出率が向上するかどうかを検討した。 

(7)OCTによる早期診断 

前視野緑内障 77例 77眼の 3年間の OCT

変化と視野変化を後ろ向きに検討した。視野

異常発現は Anderson-Patellaの視野異常判

定基準に準拠した。視野異常出現例と非出現

例で OCT画像（乳頭周囲と黄斑部）を比較し

た。 

(8)正常眼圧緑内障における高度視機能障害

の発生率 

長期間（5年～29年、平均 13.3年）経過観

察した正常眼圧緑内障のデータから、失明率

を推定した。失明の定義はWHOに準じ、視

力0.05未満ないし中心視野10度未満とした。 

(9)日本緑内障学会濾過胞感染全国共同研究

における高度視機能障害の研究 

日本緑内障学会の実施した二つの濾過胞感

染全国共同研究（濾過胞感染発生率および治

療に関する多施設共同研究、濾過胞感染全国

登録事業）のデータを二次利用し、濾過胞感

染による術後 5 年間の失明率の推定を試みた。

前者の研究から濾過胞感染の発症率を推定す

るとともに、後者の研究から濾過胞感染発症

者における失明率を推定した。 

４．研究成果 

本研究は関連する複数の研究を統括する形式

となっているので、研究成果は個別の研究ご

とに記載する。 

(1)緑内障手術用ミニシャントの有用性の検

討 

眼圧は平均で術前の 17.7mmHg から

12.4mmHg に有意に下降した。術後 24 か月

後の眼圧コントロール率は基準 1 で原発開放

隅角緑内障 81.3%、正常眼圧緑内障 46.7%、

基準 2では同じく 79.4%と 46.7%であった。

前房フレア値は術後 1 日目に一過性に上昇し

たが術後 3 日では有意差のないレベルに低下

していた。前房深度の減少は 4 週後まで認め

た。角膜内皮細胞は 24日次後に有意の減少を

認めた。この結果、EX-PRESSミニシャント

の有用性と留意点が明らかになった。 

(2)手術と薬物治療の眼圧体位変動に及ぼす

影響の相違 

機能性濾過胞を有する眼では眼圧体位変動

が薬物治療例に比して有意に小さいことを見

出した（図 1）。これは手術による眼圧下降が

より長期にわたり視野に好影響を与えること

を示唆する重要な成果である。 

 
図１ 薬物治療眼と濾過手術眼の眼圧体位

変動比較 

なお、本研究に関連して、Icare home眼圧計

を用いた眼圧測定値の信頼性をGoldmann圧

平眼圧計との比較、医師測定眼圧と患者測定

眼圧との比較等により検討し、同眼圧計が自

己測定可能な眼圧計として適していることを

見出した。 

(3)長期管理例の成績と予後因子解析 

①15年以上の長期管理例による検討 

手術治療群では、視野進行速度の指標である

MD slope が術前-0.86±0.51dB/年から術後

-0.19±0.20dB/年に大幅に改善した(p<0.001)。

薬物治療群（プロスタグランジン関連薬(PG)

投与で 15％以上眼圧下降例）では、MD slope

が PG 投与前-0.52±0.37dB/年から投与後

-0.31±0.30dB/年に有意に改善した(p=0.019)。

MD slopeの改善に関連する因子として、介入

前眼圧の高いこと、介入後眼圧の低いこと、

眼圧下降率の大きいこと、介入前 MD slope

の急峻なことが選択された。この結果、緑内



障管理における手術の有用性が明らかにされ

るとともに、眼圧下降の重要性が強く示唆さ

れた。なお、本研究に関連して、平均 18年間

薬物使用により観察した正常眼圧緑内障デー

タから視神経乳頭出血と経過中眼圧標準偏差

が重要な予後因子であることを見出した。 

②前視野緑内障の経時的視野障害発現率の

検討 

117 例 117 眼が対象となった。経過中の眼圧

(mmHg)は 13.1 ± 1.6 (9.7-16.7)（平均±標準

偏差（レンジ））であった。68 眼（58％）が

経過中に視野障害を発現した。前視野緑内障

が視野異常を発現する確率は 10 年で 44.1±

4.7％（予測確率±標準誤差）、20年で 73.8±

5.8％と計算された（図 2）。視神経乳頭出血

が重要な予後因子であることが判明した。こ

の結果は長寿社会を迎えた我が国において長

期的視点から緑内障患者を管理する上で重要

な成果である。 

 
図２ 正常眼圧前視野緑内障の視野障害出

現率 

(4)濾過胞感染の予防及び予後改善に関する

基礎研究 

全 178回の培養のうち、48回(27.3%で、細

菌が検出された。44眼のうち 30眼（68.2％）

は 1 回以上陽性であった。菌種では、

Staphylococcus, Propionibacterium acnes, 

Corynebacterium, Staphylococcus などが検

出された。季節では秋と冬に多かった。この

データは濾過胞感染症の予防に関する重要な

基礎データとなる。 

本研究に関連して、日本緑内障学会濾過胞感

染共同研究データから濾過胞感染の季節別発

症率を検討し、日本では冬季に多く、8 月か

ら 11月にかけて少ないことを示した。 

(5)既存データの二次利用による濾過胞の経

時的形態変化の研究 

濾過胞感染後の 57 例 57 眼を対象とした。

濾過胞の広がり（角膜輪部での広がり並びに

奥への広がり）は stage III感染症で有意に小

さくなることが示された。また、stage III感

染症では濾過胞壁の厚みも増すことが分かっ

た。多変量解析によっても stage III感染症は

濾過胞機能に有意の悪影響を与える因子であ

ることが判明した。このことは緑内障管理に

おいて仮に感染症が発生したとしても初期に

治療することの重要性を示唆するものである。 

(6)眼底写真画像処理による自動早期診断の

研究 

DCNN 法を用いることで NFLD の検出力

が向上することが示された。この結果はスク

リーニング機会で撮られた眼底写真からの緑

内障の早期自動化診断に道を開くものである。 

(7)OCTによる早期診断 

77眼のうち 10眼（13％）で視野異常が出現

した。視野異常出現例では非出現例に比較し

て、黄斑部神経節細胞層/内網状層(mGCIPL)

の下側と耳下側および乳頭周囲網膜神経線維

層(cpRNFL)の 7-8時方向が診断時からより

薄かった。また、同部位は 3年間でさらに薄

くなっていた。経過中の眼圧は視野異常出現

例で 15.2±2.0mmHg（平均±標準偏差）、非

出現例で 13.5±2.6mmHgであり、有意差

(p=0.042)を認めた。このことは、緑内障早期

発見における OCT画像の重要性を示唆する

とともに、早期からの眼圧のより厳密な管理

の重要性を改めて示す結果である。 

(8)正常眼圧緑内障における高度視機能障

害の発生率 

対象は 382例の正常眼圧緑内障である。診

断時既に 18 例（4.7％）は片眼性の失明状態

であった。最終的に 34例が片眼性の失明、5

眼が両眼性の失明と判定された。20年後の片

眼失明率を 9.9±1.9％、両眼失明率 1.4±

0.8％と推定した。Cox比例ハザードモデルに

より、失明への進行が診断時の低視力、診断

時の視野変化が強いこと、経過中の点眼の変

更が多いことと関連していた。この研究成果

は今後の緑内障による失明回避に向けての重

要なデータである。 



 
図 3 正常眼圧緑内障の経時的片眼失明率 

(9)日本緑内障学会濾過胞感染全国共同研究

における高度視機能障害の研究 

濾過胞感染の発症率（5年後）を 2.6±0.7％

（予測確率±標準誤差）と推定した。濾過胞

感染発症眼における失明率（視力 0.04以下）

は 14％と推定された。他の条件も併せ、濾過

胞感染による失明率を 0.24-0.36％（5年）と

推定した。この結果は緑内障眼における濾過

手術適応決定の際の重要なデータとなる。 
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